
３-３. 都道府県の配慮基準のイメージ（❷考慮対象事項等その１）

20（環境省 地域脱炭素のための促進区域設定等に向けたハンドブック（第１版）2022年４月より抜粋）

『大規模太陽光発電施設』 を対象とした❷考慮対象事項等の配慮基準イメージ（その１）。

３. 前回の環境審議会から明らかになった事項（８）



３-３. 都道府県の配慮基準のイメージ（❷考慮対象事項等その２）

『大規模太陽光発電施設』 を対象とした❷考慮対象事項等の配慮基準イメージ（その２）。

（環境省 地域脱炭素のための促進区域設定等に向けたハンドブック（第１版）2022年４月より抜粋） 21

３. 前回の環境審議会から明らかになった事項（９）



３-３. 都道府県の配慮基準のイメージ（❸特例基準及び❹適用除外）
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『大規模太陽光発電施設』 を対象とした❸特例基準及び❹適用除外の配慮基準イメージ。

（環境省 地域脱炭素のための促進区域設定等に向けたハンドブック（第１版）2022年４月より抜粋）

３. 前回の環境審議会から明らかになった事項（10）



４. 審議の進め方について

４. 審議の進め方について
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審議の進め方について、令和４年度第２回温対部会までにいただいた主なご意見及びご質問の一覧。

№ 分類 ご意見等の内容

１

環境配慮基準
の検討プロセス

親会・温対部会のどちらで決定するのか進め方の説明をしてほしい

２ 配慮基準の叩き台への意見聴取は、環境省令や環境省のマニュアル等が公表さ
れたことを踏まえて、改めて親会委員の意見聴取の機会を設けた方が良い

３
温対部会の中だけで配慮基準の妥当性を判断するのではなく、北海道環境審議
会の他の部会や道の他の審議会に意見聴取すべき
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４. 審議の進め方について（１）

４-１. 主なご意見及びご質問



４. 審議の進め方について（２）
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○ 知事は、 令和３年（2021年）10月15日開催の令和３年度第２回親会で諮問しており、答申は、親会
が知事に対して実施

（１）親会と温対部会での審議

道の配慮基準設定は、昨年度からの継続審議事項となっており、温対部会等の位置付けや本部会以外
の委員からの意見聴取方法について改めて整理。

○ 配慮基準の内容や答申案についての具体的な審議は、親会から付託された温対部会で実施

○ 親会・温対部会以外の委員からの意見聴取は、たたき台作成時に事務局が実施

（２）他委員からの意見聴取

○ 聴取する有識者は、自然環境部会、温泉部会、アセス審議会を想定

４-２. 部会等の位置付け及び意見聴取



４. 審議の進め方について（３）

４-３. 審議の進め方の流れ
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４. 審議の進め方について（４）

４-４. 審議の進め方

（１）温対部会及び親会に進め方を報告したのち、たたき台①ついて、親会・温対部会委員に意見の
照会、審議を開始

（２）親会・温対部会以外の委員に対する照会は、事務局がたたき台作成事務として、合同説明会
（オンライン開催予定）にて実施

（３）委員のご意見を配慮基準案たたき台に反映させ、以降の親会及び温対部会の中で配慮基準
の中身と答申案について審議

（４）昨年度からこれまでにいただいたご意見については、これから行うたたき台に対する意見照会の際
に、加除修正が必要かご判断いただいた上で、改めてご回答いただきたい

（５）いただいたご意見については、原文のまま全委員に共有させていただいた上で、今後の審議に活
かして参りたい


